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＜私のＦＢ記事より＞
2019.12.29 Sunday
昨日は、
私の人生の中で忘れることはない素敵な１日となりました。
長女の婚約者のお母様、兄弟の計らいで、サブライズが、、。
婚姻 届を出した後、
身近な親戚の人も交えて 簡単な食事会を設定 してくれている。と私は聞いていま
したが、、。
実際には 地域のコミュニティの 教会での 親族の参加による二人の結婚式 とその
後の懇親会が 設定されていました。
突然のことで少し戸惑いましたが、
なんとか私の 役割を 果たすことができました。
片言の英語 と長女の通訳を介して 参加者の皆様と 交流することができました。
彼はもとより 、彼のお母様と 二人の兄弟、そして親戚のみなさん。とても感じのよ
い方でした。
今回の渡航前の長女のこれからの将来に関わる不安な気持ちが、
自分の 中で少しずつ消えていきました。
二人の将来に関して、これから 越えて行かなければならない ハードルがたくさん
あると思いますが、二人で力を合わせて切り開いていって欲しい と、あらためて感
じました。



.
そのために必要なことがあれば 私達家族も 二人の新しい人生に かからせて もら
えばと思っております。このことは二人にも しっかり伝えました。

私もお母様が準備してくださった民族衣装で参加。お母さんから私に正式に挨拶が
ありました。

｢むすめさんと息子の婚姻のために、日本から出向いてくださったこと。とても感謝し
ています。これから息子のことをよろしくお願いしたい。
あなたの家族と、親戚になれたことが、とても嬉しいです。
奥様はじめ 家族の皆さんによろしくお伝えください。
私も機会を得て ぜひ日本へ伺いたいと思っております｣
私からも、今回の婚礼に関してお母様が、とても素敵な対応をしてくださったことに
感謝の言葉をもうしあげた。
｢日本にもぜひきていただきたい。
彼と共に、あなたを 日本の家族 並びに身近の親戚 の人々に 紹介したい｣
以上の様子、 LINE で 日本の家族に取り急ぎ報告しました。
私の今回の渡航のお役目、
なんとか 済ますことができました。
今日の午後から 四泊五日。
車で3時間ほどの 海辺のリゾート地で ゆっくりさせていただきます。
ネット環境は厳しいようですので、
現地からの Facebook の更新は 年明けになってしまうと思います。
皆様一年間大変お世話になりました。
どうか、素敵な年をお迎えください。
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二人の 現在

友 希：
NGO ＡＣＥ 勤務

（世界のこどもを児童労働から守る）

リッチモンド：
日本語学校（政府系）へ通学

東京在住


